
平成２３年６月２１日

【一貫指導体制等について】

○  「一貫指導体制」というのは大切ですね。私も中学からソフトボールを始め、良

き指導者に恵まれたおかげで高校、社会人とソフトボールを続けられました。

また、私が入社した頃の日立ソフトウェアのソフトボール部は創部から４～５年

目のまだ弱小チームだったのですが、会社の理解もあり、大変よくしていただきま

した。結局２４年間、選手・指導者としてお世話になりました。

「受け皿づくり」は容易ではないと思いますが、子どもたちが続けたいと思える

環境と続けられる体制づくりができたらと思います。

【アスリートネットワークについて】

○  私が今住んでいる神奈川県では、神奈川県ゆかりのアスリートによる「かながわ

アスリートネットワーク」（代表：山下泰裕）という社会貢献のための組織があり、

私も参加しています。

アスリートたちが、子どもたちを対象としたスポーツ教室やスポーツに関するシ

ンポジウムなどに率先して取り組み、地域におけるスポーツの振興や社会貢献に取

り組んでいます。（別紙設立趣意書参照）

青森にもアスリートがたくさんいると思いますので、そのような活動を通じて、

スポーツ振興などの社会貢献ができればと思います。

【競技場の整備について】

○  競技場にあこがれるという気持ちはわかります。あの場所を走ってみたいとか、

あのスタジアムでプレーしてみたいとかという気持ちは、誰もが抱くと思います。

身近にすばらしい競技場があって、そこで行われるすばらしいプレーを観ること

があれば、競技に興味を持ったり、さらに競技にのめり込んでいったりという効

果が期待されるのではないでしょうか。

斎藤春香委員からのコメント概要

（聴取：平成２３年６月１６日 弘前市内）

【斎藤春香氏略歴】 

弘前市出身。中学よりソフトボールを始め、弘前中央高時代に県選抜チー
ムメンバーとして３年連続で国体出場。８８年に日立ソフトウェアへ入社。五輪
には９６年アトランタ大会、００年シドニー五輪（銀メダル）、０４年アテネ大会
（銅メダル）と３大会連続で出場。０４年には日立ソフトウェアの選手兼任監督
を務め、０５年に現役を引退。０６年１２月より日本代表監督に就任。北京五
輪では３連覇中の米国を決勝で下し、日本を悲願の金メダルに導いた。１１
年７月より、弘前市教育委員会職員として活躍予定。 




